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問題． 

熱中症（Heat Stroke, HS）は、体温産生と放散のバランスが破綻し、

中枢神経症状を伴う高体温を呈する生命に直結する緊急疾患である。主

に高温環境での曝露や激しい運動により発症し、40.5℃を超える深部体

温が特徴とされる。米国では年間約 8251 件の救急受診が報告され、入院

率は 54.6%、院内死亡率は 3.5%とされるが、院外死亡や見逃し症例を含

まないため実際の負担はさらに大きいと考えられる。 

近年、気候変動の影響により高齢者を中心とした熱関連死亡は急増し

ており、過去 20 年間で 65 歳以上の熱関連死亡は約 68%増加、世界の熱

関連死亡の 3 分の 1 以上は気候変動に起因すると推定されている。2018

年には約 29.6 万人、2022 年のヨーロッパでは約 6 万人以上の熱関連死

亡が報告された。日本においても高齢化が進行する中で、公衆衛生上の

脅威として深刻さを増している。熱中症（Heat Stroke）の公衆衛生上の

脅威と、その予防・対策を社会全体でどのように進めるべきかについて、

あなたの意見を 800 字以内で述べなさい。 

 

 

 


